
 

 

 

 

 

 

トッピングバイキング

を行いました。 

 

エビ天、きつね、 

肉うどんの中から、 

好きなうどんを一つ 

選んで、ねぎ、 

天かす、かまぼこ、 

しょうがなど薬味をお

好みで入れ、召し上が

っていただきました。 

 

一番人気はやっぱり、

エビ天うどんでした。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

                                                             

９月１８日の敬老祝賀会では、ご家族とともに、職員の

アトラクションを楽しまれました。 

今年１００歳以上の方は３名、うち最高齢は１０５歳の

方です。３名ともお元気に参加され、会場の祝福を受

けながら、理事長から花束が贈呈されました。３名の

胸元には職員手作りのバラのコサージュが映えて、 

とても誇らしげに見えました。 

式典の後は昼食会があり、ご家族そろって記念写真

を撮りました。 

出来上がった写真は各居室に飾ってあります。 

 

８月７日に行われた『納涼祭』で職員によるソーラン
踊りを披露しました。勤務終了後に練習を重ね、本
番に向けてバッチリと思っていましたが、本番では、
急に音が飛んでしまい急遽やり直したり、全員揃っ
ているはずが写真で見ると、何故かバラバラ‥。 
 
でもご利用者やご家族には十分楽しんでいただき 
大成功でした。 

 ８月８日から１３日まで納涼祭が行われました。 

たくさんのちょうちんが飾られた、フロアーの 

真ん中にやぐらがセットされました。 

今年の炭坑節は利用者による生歌！ 

踊りを知らない方も次々に参加され、 

踊る姿はまちまちでしたが 

最高の笑顔が見られました。 

踊り終えた後は、射的・輪投げなどなじみのある  

屋台、対戦ゲーム。「あ～！おしいー」と残念そう  

だったり「大当たり～」と鐘が鳴り、嬉しそうに景品を

もらったりしておられました。 



  

    

介護のご相談、この新聞の内容についてのお問い合わせ先 

  ・特別養護老人ホーム 美樹の園 

    堺市南区美木多上 1277-1 TEL.072-296-1222 FAX.072-296-7557 
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喫茶カウンターの横にある、水槽

前は皆さんに人気です。 

ご相談に来られたご家族さんを 

施設見学に案内すると、沢山の方

が水槽前で足を止められ、 

「いいですね～ココで珈琲飲みな

がら、素敵ですね」と言って下さい

ます。 

ご利用者も 

午後になると 

喫茶へ降りて 

来られ、 

おいしい珈琲を片手に、目の前で

気持ち良さそうに泳ぐ魚達を眺め

られ、ゆったりとした時間を過ごさ

れます。 

 

 

～小啄木鳥～ 

読めますか？  

『コゲラ』という野鳥です。 

キツツキ目キツツキ科で、キツツキの中で一番小さい鳥です。 

日本では、主に津軽海峡～福井県、三重県北部に生息します。 

全長１５ｃｍ程でスズメに似ており、『ギーギー』と鳴きます。 

つがいや家族で一緒にいることが多く、今年は数羽のコゲラが 

やって来ました。 

おそらく、家族ですね。食性は雑食で、主に昆虫などの節足動物を捕食し、木の実を食べることもあるそうです。

コゲラファミリーは美樹ちゃんパークの木々にとまり、縦横にちょこまかと、細かく移動しながら餌を取り、しばら

くして飛び去っていく様子を散歩中に、デイサービスご利用者と見る事が出来て、束の間の癒しの時間となりま

した。 

ちなみに、啄木鳥（キツツキ）とは「木をついばむ＜啄ばむ＞鳥」の意味で、キツツキ目キツツキ科の      

鳥の総称であり、キツツキという名の鳥はいません。一般的に思いつくキツツキはクマゲラです。 

俳人で有名な石川啄木のペンネームである啄木はこの『啄木鳥（キツツキ）』からとったものです。 

 

 

スイカ割りをしました。                  

「右、右、そこでもう少し前やー！」 

目隠しをして、周囲の方の声を頼りに・・・。 

慎重に近づいて、狙いを定め、 

「せーのっ！えい！！」 

見事に外れ、なかなか割れませんでした。 

 

 

 

 

その後は、目隠しを取り、挑戦しました。 

なかなか割れず、最後は職員が割りました。 

                職員が割れたスイカを、ご利用者には、別の 

スイカを用意し、召し上がって頂きました。 

「楽しかった。スイカも美味しかった。」と、 

喜ばれていました。 

 

 

 

 


